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野 棲 ハ ツ カ ネ ズ ミ の 生 活 史IX

胚 ・胎 児 の体重,胎 児長,尾 長,後 足 長,生 殖器 官 の大 き さ*

浜 島 房 則†

The life history of the Japanese mouse, Mus molossinus 
           Temminck and  Schlegel. 1X 

Prenatal growth of body weight, neck- and crown-rump 

    length, length of tail and hind foot, and size 
          of genital organs in the fetus* 

                                  Fusanori Hamajimat

ヨウシュハツカネズ ミMUSmuseuinsに おける胚

あるいは胎児 の 成長 についてはMacDowelleta1.

(1927)お よびEnzmann(1935)の 詳細な報告があ

る.Enzmann(1935)に よると シロハツカネズ ミに

おける胚および胎児の成長は受精から着床までの7日

間と着床から分娩までの13日 間の2つ の相に大別さ

れるという.後 者の成長は著 しく,着 床後24時 間後

の成長は着床前の成長の10倍 以上 であるという.

日本産野棲ハツカネズミMttSmolossinusに おける

胚および胎児の成長については未だその詳 しい報告を

みない.そ こで著者は1955年 か ら1959年 にわたつて

本種を研究室内で飼育繁殖させ,胚 および胎児を得て,

その外部形質および生殖腺の成長を観察 した.そ の結

果は浜島(1960)に よつてすでに簡単な発表がなされ

たが,こ こではやや詳細に報告 してみたい.

この研究にあたり,終 始懇篤な指導と助言を賜つた
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によつて観察されたと同様な方法によつて,研 究室内

で繁殖飼育 した野棲ハツカネズミの交尾後8日 目の胚

から分娩直前までの胎児,60腹294個 体 の体重およ

び胎児長,234個 体の尾長および後足長,149個 体の

生殖器官の大きさを観察した.本報 では交尾後8～10

日目までのものを胚とよび,そ の胎児長を頸仙骨長と

した,ま た10日 目以後のものを胎児とよび,そ の胎児

長を頭仙骨長とした.交 尾直後から交尾後10～11日

目までの胚あるいは胎児の成長は著 しくないので,尾

長および後足長の観察は 肉眼的に計測 できる交尾後

11～12日 目以後の胎児についてなされた.

Brambell(1927,1928)に よると卵巣 と精巣との区

別は交尾後121/2日 目 から明 らか に な る といい,

Agduhr(1927)はMullerian管 が子宮となるのは

15mm胎 児(交 尾後約15日 目)で あると云つている.

そこで本種では交尾後15～16日 目の胎児から生殖器

官の大きさを調べた.交 尾確認日を交尾後第1日 目と

した.胚 あるいは胎児は子宮と共に母体 からとり出

し,プ アン液で固定し,そ の後に胚あるいは胎児の各

部分を測定した.こ れらの観察結果を第1,2表 に示

した.

観 察 お よび 考 察

工 胚あるいは胎児におけ る外形 の成長

1.体 重.観察 結果によると交尾後8～9日 目の胚

の重さは平均0.72±0.020mg(例 数21),分 娩間近の

19～20日 目の胎児においては雌では1026.88±24.581

mg(例 数16),雄 では1121.33±31.033mg(例 数15)

で あつた.全 般的にみて胚あるいは胎児の成長は典型



Table 1. Body weight, neck- or crown-rump  length,

的 なS字 曲線 を 示 し,反 曲 は15～16日 目 の 胎 児 に認

め られ る(第1図).ヨ ウ シ ュハ ツ カネ ズ ミ に おけ る

MacDowe11お よ び その 協 同 研究 者(1927),Enzmann

(1935)の 観察 結 果 も これ と同 様 で あつ た(第1図)。

成 長 率 は9～10日 目の 胚 で は2.31,10～11日 目 の胎 児

で は著 し く高 く4.19を 示 した.つ い で11～12日 目 に

は 急 に低 くな り1,88,そ れ 以後 少 しず つ 低 くな る.

2,胎 児長,尾 長 お よび 後 足長.交 尾 後8～9日 目

の 胚 に おけ る頸 仙骨 長 は1.27土0.018mm(例 数21)

で,19～20日 目の胎 児 の 頭 仙骨 長 は雌 に お い て24.69

土0,138mm(例 数16),雄 にお い て24.87土0.146mm

(例 数15)で あ つた.成 長 率 は9～10日 目の胚 に おい

て 著 しい.胚 あ るい は胎 児 に お け る頸 仙 骨 長 お よ び頭

仙 骨 長 の成 長 曲線 も典 型 的S字 曲線 で,反 曲は 体 重 の

場 合 と同 じ く15～16日 目の胎 児 に み られ る(第1表).

尾 長 は交 尾 後11～12日 目の胎 児 か ら 測 定 され,そ の

長 さは4.00±0.000mm(例 数21)で あ つた.出 生直 前

の19～20日 目の 胎 児 は 雌 に お い て9.09±0.097mm

(例 数16),雄 に おい て は9.57±0.098mm(例 数15)

の尾 長 を もつ.成 長 率 は16～17日 目の 胎 児 に お い て

最 高 で あ つ て,尾 長 の 場 合 も 典 型 的 なS字 曲線 を示

し,反 曲は や は り15～16日 目 の胎 児 に み られた.尾

係 数 は11～12日 目の胎 児 にお い て0.69で,そ れ 以 後

は次 第 に低 くな り,19～20日 目の 胎 児 で は雌 に お い て

0.37(例 数16),雄 にお い て0.38(例 数15)で あつ た

(第1表).後 足 長 も尾長 と同 じ く交 尾 後11～12日 目

の胎 児 か ら測 定 され た.こ れ に よ ると11～12円 目の

胎 児 で は後 足 長 は1.50±O.000mm(例 数21),19～

20日 目の 胎児 で は雌 雄 と もに5。00±0.000mm(例 数

雌16,雄15)で あつ て,成 長 率 は17～18日 目の 胎

児 にお い て最 高 で あつ た.こ の場 合 で も成 長曲 線 はS

字 状 に近 く,反 曲 は17～18日 目の 胎 児に み られ た(第

1表).

II.胎 児 に お け る 生 殖 器 官 の 成 長

1.卵 巣 の大 き さ と子 宮 の長 さ.卵 巣 の大 き さは交尾

後15～16日 目の胎 児 か ら測 定 され た.交 尾後15～

161日目 の胎 児 に お け る卵 巣 は0.77±0.009×0.400土

O.OOOmm(例 数12)で あつ た.ま た19～20日 目の 胎

児 に お い て はO.50±O.OOO×(}.50±0.000mm(例 数16)

で,長 径 が次 第 に 短 くな り,交 尾 後17～18日 目 頃 の

胎 児 よ り長 短 径 の長 さ は次第 に接 近 して く る.

Agduhr(1927)は10.25mmの 胎 児(交 尾 後 約13

日 目)の 卵巣 の 大 き さを左 側 で はO.94mm,右 側 で は



length of tail and hind foot on embryos and fetuses.

Table 2. Size of gonad and length of uterine horns on fetuses in mm.

0.91mmと しており,分 娩間近い胎児(25mm胎 児)

における卵巣の大きさを左側では0.53mm,右 側 では

0.60mmと している.彼 の結果 からも 明らかなよう

に,卵 巣の長径は胎児の成長にともなつて約0.9mm

か ら約0.5mmに 減少している.こ の現象は本種にお

ける観察結果と一致している(第2表).

子宮角の長さは交尾後15～16日 目の胎児から観察

され,そ の 長 さは1.60±0.034mm(例 数12),19～20

日目の 胎 児 で は4.00±0.000mm(例 数16)で あつ た.

左 右子 宮 角 の 間 で は差 は認 め られ ない.成 長 はや やS

字 型 で,反 曲 は17～18日 目の胎 児 にみ られ た(第2

表).

2.精 巣 の大 き さ.精 巣 の大 き さも交 尾 後15～16

日 目以 後 の 胎児 につ い て 測 定 され た.交 尾後15～16



Fig. 1. Growth of the mouse embryo. The upper sigmoid curve represents the 

   growth of albino mouse embryos showed by Enzmann. The middle sigmoid 
   curve represents the growth of albino mouse embryos showed by MacDowell. 

   The lower sigmoid curve shows the Japanese mouse embryos.

日目の 胎児 に おけ る精巣 は0.85±0。009×0.680±0.007

mln(例 数13)で,19～20日 目の 胎児 で は1.00±

O.000×O.95±0.011mm(例 数15)で あ つ た(第2

表).

要 約

著 者 は1955年 か ら1959年 に わ たつ て 研究 室 内で

繁 殖 飼育 した 日本 産 野棲 ハ ツ カ ネズ ミか ら得 た60腹

294の 胚 あ るい は 胎児 を用 い て 体 重,胎 児 長(頸 仙骨

あ るい は頭 仙骨 長),尾 長,後 足 長,卵 巣 お よび 精 巣

の大 き さ,子 宮 角 の長 さに つ い て観 察 した.そ の結 果

を要 約 す る とつ ぎ の よ うで あ る.

胚 あ るい は 胎児 の体 重 は着 床後 著 し く増 加 す る.交

尾後8～9日 目の 胚 で は平 均0.72±0.020mgを 示 し,

分娩 近 い19～20日 目の胎 児 で は雌 で 平 均1026.88±

24.581mg,雄 で1121.33±31.033mgに 成 長す る。 交

尾 後8～9日 目の 胚 に おけ る頸 仙骨 長 は1.27±0.018

mm,19～20日 目の胎 児 に おけ る頭 仙骨 長 は雌 で24.69



± 0.138mm,雄 で24.87±0.146mmで あ る.尾 長 は交

尾 後11～12日 目の 胎 児 で は4.00±0.000mm,19～20

日 目の胎 児 は 雌 で9.09±0.097mm,雄 で9.57土0.098

mmで あ る.尾 係 数 は11～12日 目で は0・69,19～20

日 目で は雌0.37,雄0.38と な り,成 長 に伴 な て 誠 少

す る.後 足 長 は交 尾後11～12日 目の胎 児 で は1.50±

0.000mm,19～20日 目の 胎 児 で は5.00±0.000mmと

な る.胎 児 の 体 重,頸仙 骨 長 あ るい は 頭 仙骨 長,尾

長,後 足 長 の 成 長 曲線 はい ず れ も典 型 的 なS字 曲線 を

示す.反 曲は 体 重,頸 仙 骨 長 あ るい は頭 仙 骨 長,尾 長

で は 交 尾後15～16日 目の 胎 児に み られ,後 足 長 で は

17～18〔 目の 胎 児 に み られ る.胚 お よび 胎 児 の成 長 に

お い て雌 雄 間 の ズそは ほ とん ど認 め られ ない(第1表,

第1図).

交 尾 後15～16日 目の 胎 児 に お け る卵 巣 の 大 き さ は

0.77±0.009×0.400±0.000mm,精 巣 は0.85±O.009×

0.680±0.007mmで あつ た.出 生 直 前の19～20日 目

の胎 児 に おけ る 卵巣 の 大 き さは0.50±0.000×0.50±

0.000mm,精 巣 は1.OO±0.000×0.95±0.011mmで あ

つ た.子 宮 角 の 長 さ は左 右 と も同 長 で 交 尾 後15～16

日 目の胎 児で は1.60±0.034mm,19～20日 目の胎 児で

は4.00±0.000mmで あつ た(第2表).
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                                       Resume 

   In our laboratory we had been breeding the Japanese mouse, Mus molossinus Temminck and 
Schlegel since 1955. During the period, basing on 294 embryos and fetuses of 60 litters, the 

prenatal growth of several parts of the body, i. e. body weight, and neck-rump or crown-rump 
length, length of tail and hind foot, and also size of gonad and length of uterine horns are 
observed on all ages from 8 days to 20 days after copulation. 

   The procedure in obtaining the embryos and fetuses was essentially the same as that 
described by MacDowell et al. (1927) and Enzmann (1935). The results are as follows : 

   The growth rate of embryos and fetuses of the Japanese mouse is relatively slight during 
the early days preceding implantation. After implantation a rapid and marked increase in weight 
occurs. The average weight of embryos between 8 days and 9 days after copulation is 0.72±0.020 
mg, between 19 days to 20 days in female fetuses 1026.88±24.581 mg, and in male ones 1121.33+ 
31.033 mg. The average neck-rump length of embryos between 8 days and 9 days after copulation 
is 1.27+0.018 mm, crown-rump length between 19 days to 20 days in female fetuses 24.69±0.138 
mm, and in male ones 24.87+0.146 mm. The average length of tail of fetuses between 11 days 
and 12 days after copulation is 4.00_e0.000 mm, between 19 days to 20 days in female fetuses 9.09± 
0.097 mm, and in male ones 9.57±0.098 mm. The tail coefficient of the early embryos is relatively 
greater than that of other ones. The average length of hind foot of fetuses between 11 days and 
12 days after copulation is 1.50+0.000 mm, between 19 days to 20 days in both sexes 5.00±-0.000 
mm. The growth curves representing these weight and length increases are typically sigmoid 
with the inflection point on body weight, and neck-rump and crown-rump length, and length of 
tail between 15 days to 16 days after copulation. The inflection point on hind foot is between 17 
days to 18 days after copulation. It seems that there is little difference between female and 
male fetuses. 

   The average size of left ovaries of fetuses between 15 days and 16 days after copulation is 
0.77_1-0.009/0.400_:0.000 mm, and that of left testes is 0.85-+0.009X0.680±0.007 mm. That of left



ovaries between 19 days to 20 days after copulation is  0.50±0.000X0.50±0.000 mm, and that of left 
testes is 1.00±0.000X0.95?_-0.011 mm. The average length of each uterine homes of fetuses 
between 15 days and 16 days after copulation is 1.60±0.034 mm, and that of fetuses between 19 
days to 20 days 4.00±0.000 mm. The each length of both uterine hornes is just same.

                  Explanation of the Plate 4 

Fig. 1. The external appearance of the embryos and fetuses. Number shows the age 

       of days after copulation. 

Fig. 2. Dissection of the abdominal region in 18 days fetuses post coitus. X 10. 

       A. Ovaries indicated by arrows. 

       B. Testes indicated by arrows.
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